
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ６ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 浦 和 高 等 学 校 定時制課程） 
 

目 指 す 学 校 像 社会的自立を目指し、未来を拓く誠実な青年を育成する       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 定時制の生徒に合致した「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した授業に組織的に取り

組む。 

２ 地域の多様な人材等の外部教育力や支援制度を活用してコミュニケーション能力を育み、社会

的な自立心を育成する。 

３ 組織的なキャリア教育・進路指導に取り組み、進路決定に導く。 

４ 組織的かつ計画的に、日々の教育活動を発信し、開かれた学校づくりを進める。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者    ４名 

    生徒       ２名 

    事務局(教職員)  ７名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月  １ 日  現 在 ）  実施日 令和 ７年 ３月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

義務教育での授業で充実感を味わ

った経験が欠しく、学習内容が十

分に身についていない生徒が多く

見られる。充実感や成就感を味わ

えるよう個に応じた指導と、自己

評価しやすい授業を展開すること

で基礎学力を向上させ、生徒が学

びを自分の生き方と関連付けられ

るよう組織的に取り組む必要があ

る。 

①「主体的・対話的で深い

学び」を目指した授業等の

実践と改善に向けた取組状

況 

 

②外部支援者を活用した細

やかな学習支援 

 

 

 

①ＩＣＴの活用などの工夫で分か

りやすい授業や行事を展開しつ

つ、毎時や単元ごとに生徒自身が

自己評価できるような授業等を実

施する。この際、すべての授業等

で評価の観点として授業等で学ぶ

ことが生き方と関連することを意

識させるものを設定する。 

②学習サポーターを効果的に活用

する。 

①アンケートの「授業への

参加状況」、「授業の理解

度」の肯定的意見が学期を

追って向上したか。 

 

②アンケートの「学習サポ

ーターがいるときの学習意

欲」の肯定的な回答が 7 割

以上か。 

 

7 月と 12 月にアンケート調査

を行った。  

 

指標①：「授業への参加状

況」と「授業の理解度」の肯

定的回答はそれぞれ、変化な

しと増加であった。 

指標②：学習サポーターがい

るときの学習意欲」の肯定的

な回答は 68.5％であった。 

Ａ 

調査では「授業理解」と「授

業の集中」に比べ、「授業理

解」と「将来の希望」の相関

が低いと読み取れる。生徒が

主体的に授業に取り組むため

には「進路で必要な教科だか

ら勉強する」だけではなく、

「この授業を理解できたから

こんな進路もいいな」となる

授業の工夫が求められる。 

 

・指標①について、前後の変化だけ

ではなく他の項目と同じよう 00 に

具体的な数値を知ることができた

ほうが分かりやすいのではない

か。 

 

２ 

成育歴や学習歴から生徒が抱える

課題が多様であり、それらに対応

しながら社会性を身につけさせる

ことが求められている。外部教育

力を活用したソーシャルスキルの

育成が必要である。 

 

 

①外部専門家と連携した

様々な状況の生徒に対応で

きる体制の構築 

 

②教育活動における各種教

育支援の活用と環境整備 

 

 

①スクールカウンセラーやスクー

ルソーシャルワーカーと連携し、

個別面談やケース会議等を実施す

る。 

②多様な文化的背景を持つ生徒へ

の対応のため、日本語支援員の活

用がより効果的となるよう環境を

整備する。 

①専門職のアドバイスを参考にし

た、時期・状況に適した面談を展開

したか。また、定期的な生徒情報交

換会を実施したか。また、アンケー

トの「人間関係」の肯定的意見が８

割以上か。 

②始業前の日本語勉強会への参加率

は向上したか。また、環境を整備し

たか。 

指標①：専門職を交えた面談を年

間計画に沿いつつ臨機応変に実施

した。教員間はほぼ毎週情報共有

した。また、「人間関係」の肯定的回答

は97.2％であった。 

指標②：日本語勉強会への参加は生徒によ

るバラツキが多かった。オンラインでは毎

回部屋を用意した。また、次年度に向け日

本語を教育課程に組み入れた。 

Ａ 

専門家や外部機関と連携し

た支援は今年度同様維持し

つつ、多様な文化的背景を

持つ生徒の支援を充実させ

るため、特に、教育課程に

組み入れた日本語授業の研

究と実践が重要である。 

 

・不登校に対するプログラムなど個

に応じた対応は、生徒の様々な事

情の把握、関係機関との役割分担

や連携などがあり、難しさがある

のだなと感じた。 

３ 

様々な理由により生徒の進路に対する意

識は低く、将来の夢ややりたいことを見

つけられない状況がある。生徒の進路支

援を充実させ、意識の向上を図るととも

に、将来の夢や具体的な目標を持たせる

べく様々な挑戦の機会を作り、進路実現

につなげる。 

①「浦定チャレンジ」の活

用 

②４年間を見通した系統的

なキャリア教育・進路行事

の設定と実施による進路意

識と進路決定率の向上 

 

①「浦定チャレンジ」の活用を機

会あるごとに促す。 

②進路指導計画を全教員で共有し

つつ、外部教機関を活用したキャ

リア教育を推進し、社会体験活動

や職業体験、卒業生による進路講

演会を実施する。 

①アンケートの「浦定チャレン

ジ」を８割以上の生徒が記述し

たか。 

②アンケートの「進路意識向

上」の肯定的意見が７割以上

か。また、就業体験した生徒が

半分程度いたか。 

指標①：「浦定チャレンジ」は全生

徒が目標設定しそれ向けそれぞれの

ペースで取り組んだ。 

指標②：「進路意識向上」の肯定的

回答は 77％であった。また、就業体

験としてアルバイト実施者が 53.5％

（11/30 現在）、１～３年は進路見学

会で就業現場を見学した。 

Ａ 

「浦定チャレンジ」の内容

は、低学年が授業や学習に関

するものが多く、高学年は進

路希望の実現に関するものが

増える。授業が進路や自身の

生き方とどうつながるかを低

学年から自覚できるような指

導をすることで、進路選択の

幅を広げていきたい。 

 

・少人数であることは、一人ひとり

を丁寧に見てもらえるので保護者

にとってはありがたい。が、学校

教育という広い捉え方をすると生

徒がもう少し多いほうがよいので

はと感じる。在校生とその保護者

のためにも何かしら対策を立てて

ほしい。 

４ 

保護者会の開催方法や教育活動を

発信する体制が新型コロナウィル

スの猖獗により分断され、その機

能が十分には回復していない。

ICT 機器が教育で急速に普及して

きたことも踏まえ、本校の活動や

魅力を効果的に発信する工夫が必

要である。 

①保護者を始め誰もが見や

すい学校からの情報発信サ

イトの研究と作成 

 

 

②保護者参加型の行事

企画と積極的な情報提

供 

 

①学校ＨＰを含めた情報発信メデ

ィアの見直しを行い、行内体制を

整えることで積極的な情報発信を

おこなう。 

 

②保護者参加の行事の実施によ

り、本校の教育活動への理解を深

めてもらう。 

 

①情報発信の方法を工夫した

か。また、発信の回数は５０回

以上か。 

 

 

②保護者会参加者アンケートで

の肯定的意見が８割以上か。 

 

 

指標①：SNS を用いた情報発信

を研究したが、今年度は例年

通りの発信方法であった。ま

た、行事、給食、生徒募集な

ど 55 項目を発信した。 

 

指標②：アンケートで「よか

った」の選択率は、保護者懇

談７割、授業参観６割、給食

試食会５割であった。 

B 

アンケートによると、子供の学校

での状況を知る方法として、子供

の話が９割、教員からの連絡と学

校だよりなどのプリントが共に７

割であった。保護者は対話や紙媒

体による方法で情報を得ている割

合が高いようであり、次年度はこ

れも踏まえ、ICT でこれらを補完

しさらには置き換えられるよう情

報発信の研究を進めたい。 

 

・ホームページでの情報発信は努力しているこ

とがうかがえる。 

・小学校では、学校から保護者宛の手紙を配布

した際に、その旨が通知され保護者が閲覧でき

るアプリを使っているところもあるので参考に

なるのではないか。紙からオンラインに変える

のは、保護者にとっても良いのではないか。 

・PTA 活動が盛んになってきているように感じて

いる。もっと保護者の声を聴く機会を増やして

もよいと思う。 

 


